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法人奈良県自閉症協

会第 14 回総会について

新型コロナウイルス感染症は治

まるどころかまだまだ猛威を振るっ

ています。

そこで昨年度に続き、一度に多

数の人が集まることを規制し、少人

数による総会を実施します。

日時：令和 2年 5月 27日（木曜日）

場所：三宅町にある「ひまわり

の家」新館一階奥の「フリールーム」

(建物の看板は『七彩屋』です。

午前中にZOOMを利用した総会と、

昼からは講演会をこれも ZOOM によ

り実施する予定です。今回も、会員

の過半数の委任状を頂くことで、な

んとか総会を成立させたいと考えて

います。また委任でなく個人の書面

表決も受け付けます。総会の詳細に

関しては、奈良県自閉症協会の会員

の皆様には追って、事前の出欠ハガ

キ、総会の審議内容の概要と会費振

込用紙をお手元にお届けします。

議案書は、奈良県自閉症協会の

ホームページに会員だけが閲覧でき

る形で掲載します。会員の皆様には、

お手数ですが、総会の案内郵便が届

きましたら、必ず同封の出欠（委任

状）ハガキを早めに事務局に送り返

していただきますようお願いしま

す。

ZOOM による総会参加を希望され

る方は web カメラ付きの PC かスマ

ホをご用意ください。希望される方

はメールアドレスをお知らせ頂く必

要があります。

書面表決を希望される方は奈良

県自閉症ホームページ http://www.

eonet.ne.jp/~asn/　から様式をダ

ウンロードして事務局までお送りく

ださい。各号議案についてのご質

問ご意見あれば、kawafune@ares.

eonet.ne.jp　までメールをくださ

い。総会の日までに、お届けいただ

ければ、当日、説明や審議事項とし

て取り上げます。今年もコロナ対策

で厳しい総会となりますが皆様のご

協力で、なんとか乗り切りたいと思

います。よろしくお願いします。

(河村 )

 新型コロナウイルスワクチ

　ンに係る予防接種に関する

障害者への接種について

（令和３年４月１３日付、厚生労働

省から各都道府県及び市区町村に向

けての連絡）

障害者に対する新型コロナウイルス

感染症に係る予防接種（以下「新型

コロナウイルスワクチン」という。）

については、「新型コロナウイルス

感染症に係る予防接種に関する合理

的配慮の提供について」（令和３年

３月３日事務連絡）において、障害

特性を踏まえた適切な配慮が提供さ

れるよう、必要な事項をお示しして

いるところです。今般、障害者に対

する新型コロナウイルスワクチン接

種が迅速かつ円滑に行うことができ

るよう、留意すべき事項を下記の通

りお示ししますので、都道府県及び

市町村（以下「市区町村等」とい

う。）におかれては、それぞれの衛

生部局や障害保健福祉部局におい

て、この留意すべき事項を踏まえ、

引き続き連携を図るとともに、医療

関係団体や障害者関係団体等ともご

協力いただきますよう、お願いいた

します。併せて、市区町村等におか

れては、本事務連絡の内容を管内の

関係団体に周知いただくようお願い

いたします。　記　障害者が新型コ

ロナウイルスワクチンの接種を受け

るに当たっては、障害特性への配慮

が必要であるほか、公的な福祉サー

ビスによる支援が必要な場合なども

あることから、必要な段取り等に要

する期間も考慮の上、接種の意向や

接種する場合の段取り等について、

かかりつけ医等と相談しておくこと

が必要である。このため、市区町村

等においては、接種対象者が接種可

能となった段階で速やかに接種を受

けられるようにするため、接種を行

う場合の準備をあらかじめ進められ
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るよう、障害者とかかりつけ医等が

早めに相談することについて、関係

団体等の協力も得ながら、周知を行

うこと。また、障害者に新型コロナ

ウイルスワクチンを接種できるかか

りつけ医等がない場合については、

必要に応じ、市区町村等において医

師会等の関係団体と連携のもと、実

施可能な医療機関や市区町村が設け

る会場等を紹介するなどの対応を行

うこと。高齢者である障害者、基礎

疾患を有する障害者や基礎疾患を有

しない障害者いずれの場合にあって

も、それぞれの接種可能段階におい

て円滑かつ迅速に接種が可能となる

よう、市区町村等においてはきめ細

かな相談や接種時等の障害特性に考

慮した対応など合理的な配慮を行う

こと。なお、市区町村等における障

害者からの相談に当たっては、別添

「新型コロナウイルス感染症に係る

予防接種に関する合理的配慮の提供

について」等も参考としつつ、障害

者が必要な情報を得ることができる

よう、適切な対応を行うこと。

以上

世界自閉症啓発デーと

発達障害啓発週間

4 月 2 日の世界自閉症啓発デーに

あたり、日本自閉症協会として今年

２つの試みがなされました。一つは、

各地の自閉症協会の活動紹介をライ

ブ配信するとして、東京都自閉症協

会が youtube にてライブ配信（17

時より）を行いました。その中で、

各地の自閉症協会のご紹介の時間が

設けられました。もう一つは、街頭

大型ビジョンでの啓発デー CM 放映

がなされました。これは、株式会社

ピー・プランニング（P.Planning 

inc.）からのお申し出を受け、街角

の大型ビジョンで啓発デー CM を流

していただきました。4 月 2 日まで

に一日約 170 回近く流されました。

3 日からは発達障害啓発週間として

内容が変更されたものが放映されま

した。これらのスクリーンショット

は秋葉原・渋谷愛ビジョン（渋谷・

宮益坂交差点）09：00 ～ 24：00 ま

で 15 時間放映、04 分 00 秒～、34

分 15 秒～の毎時 2 回放映　1 日 30

回放映■ラジ館ビジョン（秋葉原・

電気街口）08:00~22：00 までの 14

時間放映 21 分 30 秒～、51 分 30 秒

～の毎時 2 回放映　1 日 28 回放映

■ HAZ　AMEYOKO ビジョン（御徒町・

アメ横入口）06：00 ～ 24:00 まで

の 18 時間放映毎時 03 分 15 秒～、

10 分 30 秒～、20 分 15 秒～ 33 分

15 秒～、40 分 30 秒～、50 分 15 秒

～の 6 回放映　1 日 108 回放映の以

上だったようです。

　奈良県での取り組みは、今年はコ

ロナウイルスの影響で、大和郡山市

のお城まつりは中止でしたが、４月

２日当日郡山城天守台のブルーライ

トアップは実施していただきまし

た。また川西町文化会館でことしは

ブルーライトアップをしていただき

ました。奈良県発達障害者支援セ

ンターでぃあーの大西さんによる

と、奈良県における、でぃあーが

関わっての展示は、・県立図書情報

館（4 月 6 日～ 4 月 11 日）・奈良市

ボランティアインフォメーション

センター：はぐくみセンター（3 月

26 日～ 4 月 9 日）・川西町文化会館

（3 月 29 日～ 4 月 8 日ごろ）図書情

報館はポスター展示以外に、図書館

が主催で関連書籍のコーナーを作っ

てもらいます。また、川西町文化会

館については、4 月 2 日～ 4 月 8 日

19 時～ 21 時まで建物をブルーライ

トアップをしてくれるそうです。見

本を送ってくれていますので画像を

添付します。それから別の取り組み

ですが、ティッシュ配布が今年度は

難しそうだったので、啓発デーの三

角柱（小さいタイプですが）を作成

しまして、各市町村の障害福祉課へ

送りました。窓口に置いてもらいま

す。他にも独自に啓発デーの展示等

を実施してくれている市町村もあり

ます。少しずつ広がれば良いなと思

います。ちなみに、昨年度末に河合

町の福祉課の課長さんが来所された

時に、啓発デーの話をしまして、啓

発の大きなのぼりとポスター数枚を

強引にお貸ししました。期間が短い

ので設置できるかわからないけれ

ど、、、と仰ってましたがどこかに置

いてくれることを祈ります。細々と

ですが、啓発活動行っています。ま

たご協力お願いします。とのことで

した。来年はコロナが治まって奈良

県における自閉症啓発デーの取り組

みが、以前に増して活発になるよう

願っています。

（河村））
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奈良県重症心身障害児等の地域生活の支援に関する条例

目次

第一章総則（第一条―第六条）

第二章基本的施策（第七条―第十一条）

第三章具体的施策（第十二条―第十四条）

附則

第一章総則

（目的）

第一条　この条例は、重症心身障害児等が地域において安心して暮らすために必要な支援に関し、基本理念を定め、

県の責務並びに市町村等との連携及び協力を明らかにするとともに、重症心身障害児等の地域生活の支援に関する

施策の基本的な事項を定め、その施策を総合的かつ計画的に推進することにより、重症心身障害児等の身近な地域

における支援体制の構築を図り、もって全ての県民が、障害の有無にかかわらず、相互に人格と個性を尊重し合い

ながら安心して暮らすことができる社会の実現に資することを目的とする。

（定義）

第二条　この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定めるところによる。

一重症心身障害児等障害児（児童福祉法（昭和二十二年法律第百六十四号）第四条第二項に規定する障害児をいう。）

又は障害者（障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律（平成十七年法律第百二十三号）第四

条第一項に規定する障害者をいう。）であって、次のいずれかに該当するもの

ア：重度の知的障害及び重度の肢体不自由が重複している者

イ：人工呼吸器その他の生命の維持に欠くことのできない装置を装着している者その他の日常生活を営むために医

療を要する状態にある者

二関係機関等医療機関、障害福祉サービス事業者、学校その他の重症心身障害児等の支援を行う団体をいう。

（基本理念）

第三条　重症心身障害児等の地域生活の支援は、全ての重症心身障害児等が基本的人権を享有する個人としてその

尊厳が重んじられ、その尊厳にふさわしい生活を保障される権利を有することを旨として行われなければならない。

２重症心身障害児等の支援は、県、市町村及び関係機関等との緊密な連携の下、個々の重症心身障害児等の障害の

状態及び生活の実態に応じて、切れ目なく行われなければならない。

（県の責務）

第四条　県は、前条に定める基本理念にのっとり、重症心身障害児等の地域生活の支援に関する施策を総合的かつ

計画的に実施するものとする。

（市町村及び関係機関等との連携及び協力）

第五条　県は、市町村及び関係機関等が重症心身障害児等の地域生活の支援に関し重要な役割を有していることに

鑑み、当該支援に関する施策を実施するに当たっては、これらの機関と連携し、及び協力するものとする。

（財政上の措置）

第六条　県は、基本理念に基づき重症心身障害児等の地域生活の支援に関する施策を実施するため、効果的かつ効

率的に財政上の措置を講ずるよう努めるものとする。

第二章基本的施策

（相談支援体制の充実）

第七条　県は、重症心身障害児等、その家族及び関係機関等に対する相談支援体制の充実を図るため、相談窓口の

設置、身近な地域における相談支援体制の構築の支援その他の必要な施策を講ずるものとする。

（身近な地域における療育及び生活介護）

第八条　県は、重症心身障害児等が障害の特性その他の心身の状況に応じた療育及び生活介護の支援を身近な地域

で切れ目なく受けることができるようにするため、地域における日中活動の場の確保の推進その他の必要な施策を
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講ずるものとする。

（介護者に対する支援）

第九条　県は、重症心身障害児等を介護する家族の身体的及び精神的負担を軽減するため、レスパイトケア（重症

心身障害児等を在宅で介護する家族が休息を取れるよう支援を行うことをいう。）の充実その他の必要な施策を講

ずるものとする。

（連携の強化）

第十条　県は、県、市町村及び関係機関等が相互に連携を図りながら協力することにより、重症心身障害児等の地

域生活の支援の効果的な推進が図られることに鑑み、これらの者の間の連携の強化に必要な施策を講ずるものとす

る。

（人材の育成）

第十一条　県は、重症心身障害児等の支援を担う人材を育成するため、研修の実施、技術的助言その他の必要な施

策を講ずるものとする。

第三章　具体的施策

（奈良県重症心身障害児者支援センター）

第十二条　知事は、県における重症心身障害児等の地域生活の支援が生活全般にわたり包括的に、かつ、切れ目な

く行われるよう、奈良県重症心身障害児者支援センターにおいて、次に掲げる業務を行うものとする。

一　重症心身障害児等及びその家族その他これらの者を支援する関係機関等に対し、専門的な相談に応じ、又は情

報の提供若しくは助言を行うこと。

二　重症心身障害児等の地域生活の支援に関わる関係機関等との連絡及び調整を行うこと。

三　重症心身障害児等の相談支援に従事する者等の育成及び資質の向上を図るための研修を実施すること。

四　その他重症心身障害児等の地域生活の質の向上に寄与する業務

（重症心身障害児者地域支援センターの指定等）

第十三条　知事は、次に掲げる業務を、重症心身障害児者地域支援センター（地方公共団体、独立行政法人、地方

独立行政法人、医療法人、社会福祉法人その他の法人であって当該業務を市町村、医療機関及び障害福祉サービス

事業所等との連携の下、一体的かつ確実に行うことができると認めて知事が指定した者をいう。）に行わせ、又は

自ら行うものとする。

一　児童発達支援、放課後等デイサービス及び生活介護

二　医療型短期入所

三　重度訪問介護

２　知事は、前項の指定に当たっては、次に掲げる地域ごとの実情を踏まえ、重症心身障害児等及びその家族その

他の関係者が可能な限り身近な地域において必要な支援を受けられるよう適切に配慮するものとする。

一　宇陀市、山辺郡及び宇陀郡

二　五條市及び吉野郡三前二号に掲げる地域以外の地域

（協議の場の設置）

第十四条　県は、重症心身障害児等の地域生活の支援に関する施策の効果的な推進を図るため、関係機関等による

協議の場を設けるものとする。

附則

この条例は、令和三年四月一日から施行する。
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 新型コロナウイルス感染症に係

る予防接種に関する合理的配

慮の提供について 

（令和３年 3 月 3 日付、厚生労働省

から各都道府県に向けての連絡）

新型コロナウイルス感染症に係る予

防接種（以下「新型コロナワクチン」

という。）については、「「新型コロ

ナウイルス感染症に係る予防接種の

実施に関する手引き」の改訂につい

て」（令和３年２月 16 日健発 0216 

第１号厚生労働省健康局長通知）に

おいて、接種体制の構築に向けた準

備の参考となるよう、「新型コロナ

ウイルス感染症に係る予防接種実施

に関する手引き（第 2.0 版）」が示

されたところですが、障害者に対し、

新型コロナワクチンの円滑な接種が

実施されるためには、障害特性に応

じた合理的配慮の提供が必要と考え

られます。つきましては、下記のと

おり、障害特性に応じた合理的配慮

の提供に関する一例をお示しします

ので、各々の障害特性を踏まえ適切

な配慮が提供されるよう、衛生部局

や障害保健福祉部局等において、引

き続き連携を図っていただきますよ

う御協力をお願いするとともに、本

事務連絡の内容を管内市区町村に周

知いただくようお願いいたします。

なお、障害特性を踏まえた適切な配

慮の提供に当たっては、視聴覚障害

者情報提供施設等の地域の関係機関

と連携を図っていただくよう、重ね

てお願いいたします。

 記  

１ 障害者に係る相談体制の確保や

情報周知について  新型コロナワク

チンに関する相談体制については、

「新型コロナウイルス感染症に係る

予防接種に関する相談体制の構築に

ついて」（令和３年２月 17 日付け

事務連絡）において、自治体におけ

る相談体制の構築をお願いしている

ところですが、聴覚障害者等につい

ては電話により相談することが困難

な場合もあることから、コールセン

ター等の相談窓口では、電話以外に

も、FAX やメール等による相談対応

についても可能としていただくよう

お願いします。また、知的障害者や

発達障害者等に対しては、専門的な

用語や抽象的な言葉を用いず、平易

な言葉で繰り返し説明する、分かり

やすい絵カードや写真等を用いるな

どの配慮をお願いします。また、新

型コロナワクチンに関する情報周知

に関して、視覚障害者については、

十分に情報を入手することが困難な

場合もあることから、視覚障害者が

郵送物の選別をするために、内容

（「新型コロナウイルスの予防接種の

ご案内」等）及び発信元（自治体名等）

を点字や拡大文字での表記を検討す

るようお願いします。これ以外にも、

自治体のホームページ等において、

視覚障害者向けテキストデータや、

聴覚障害者向け字幕映像の提供等に

ついても検討をお願いします。

２ 接種時等における合理的配慮等

について 新型コロナワクチンの接

種を実施する医療機関や市区町村が

設ける会場等においては、介助者や

家族に対して丁寧な説明を行うとと

もに、可能な限り、・ 聴覚障害者等

向けにコミュニケーションボード等

による案内・ 視覚障害者等向けに

放送や音声による案内・ 知的障害

者や発達障害者等に対する分かりや

すい言葉や、絵カード・写真等を用

いた丁寧な説明等の障害特性を考慮

した対応をお願いします。加えて、

障害者が新型コロナワクチンの接種

を受けるに当たっては、接種会場に

おいて、公的な福祉サービスによる

支援（居宅介護、重度訪問介護、同

行援護、行動援護、移動支援、遠隔

手話サービスを含めた意思疎通支援

事業等）が円滑・柔軟に受けられる

よう配慮をお願いします。＜参考＞

「医療機関における障害者への合理

的配慮 事例集」

（平成 29 年度障害者総合福祉推進

事業）

h t t p s : / / w w w . m h l w . g o . j p /

content/12200000/000331883.pd
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奈良県心身障害者歯科衛生診療所の診療日等変更のお知らせ  

　奈良県心身障害者歯科衛生診療所は、一般の歯科診療所で治療困難な心身障害者の歯科診療の相談及び歯科診

療を行っています。

　令和 3 年 4 月から、診療日、診療時間を下記のとおり変更するとともに、歯科診療に対して不安や緊張、恐怖

心が強い患者さんや、多数の虫歯により集中的な治療が必要な患者さん向けに静脈内鎮静法による治療を導入し

ます。

　静脈内鎮静法による治療では、点滴をして静脈に鎮静薬を投与することで、不安や緊張を和らげリラックスし

た状態で治療を受けることができます。患者さんの身体への負担も少なく、治療時の嫌な記憶が残ることもなく、

一度に複数箇所の治療を安全・安心に受けていただくことができます。

　障害者の歯科診療についてお悩みの方は、是非お気軽にご相談ください。

 

1．診療日

　毎週月曜、水曜、木曜、金曜

　日曜（月 2回）　年間診療日数：212 日

 

2．診療時間

　午前 9時～ 11 時 30 分　　午後 1時～ 3時 30 分

　日曜（月 2回）：午後 1時～ 3時 30 分

3．診療の流れ	

4．問いあわせ

　奈良県心身障害者歯科衛生診療所（指定管理事業者：（一社）奈良県歯科医師会）

　〒 634 － 0061　　橿原市大久保町 320 － 11　奈良県社会福祉総合センター　2階

　TEL：0744 － 29 － 0015　　FAX：0744 － 29 － 0116

　HP：https://www.nashikai.or.jp/hm/shinsyou.html 　　							     

		

①電話にて予約をする。

℡：0744-29-0115

＊ HP に記載している「申込書」

に記載し FAX で申込も可。

②予約後、書類が

届くので記入する。

③予約時間に来院する。

・保険証・公費負担・医療証

・お薬手帳・記入済み書類・歯ブ

ラシを持参する。

④問診や検査等を行い、治療方

針を決める。
⑤治療方針に基づき診療を行う。→

→ →

→
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補助事業の概要

2021 年度補助事業として、JKA 補助事業ならびに全国心身障害児福祉財団（国庫）補助事業を申請しており、

下記事業を加盟団体への委託事業として実施いたします。

※補助事業実施の確定は 5月～ 6月頃の見込みとなり、お申込みを頂いた団体様から当協会で実施団体を検討さ

せていただいた上での実施確定となります。お申込みをいただいても確定ではございませんのでご注意下さい。

●国庫補助事業

＜概要＞

在宅心身障害児（者）、保護者及び施設職員等に対する相談・療育指導、療育研修、その他レスパイトやピアサポー

トのための取り組みを行う等により、在宅心身障害児（者）等の福祉の向上等を図ることを目的とする。

＜対象時期＞　2021 年 7 月～ 2021 年 12 月に実施

福祉相談

（内容）在宅心身障害児（者）及び保護者やその家族に対し、日常的な生活に必要な療育等に関する相談について、

医師等専門家及び障害児を育てた経験を持つ者が問題解決にあたる。相談内容によっては、関係機関（児童相談

所、医療機関、福祉事務所等）への斡旋及び連絡等を行う。

● JKA 補助事業

＜実施対象時期＞ 2021 年 6 月～ 2022 年 2 月上旬頃まで

学習相談事業　　

（内容）ASD の人や家族、支援者を対象とした学習相談会を開催する。学習相談会は ASD の理解を深める講演会

と講師が個別のケースに対応する相談会の二本立てを基本とする。また、個別相談会を行わない場合は懇親会や

事例検討会等を行うこととする。オンラインも対象内となる。

（補助金額）　事業対象経費 67,000 円　 　経費の 3/4 の補助のため実質補助金額は 50,250 円

対象経費：講師・補助員旅費 2000 円× 8名

講師・補助員謝金 15000 円× 1名、7000 円×2名、3000 円×5名

会場借上料　7000 円

集団指導キャンプ

（内容）ASD の子供と親や兄弟姉妹等の家族を対象とした宿泊型の療育キャンプ事業を実施する。療育キャンプ

では ASD の子どもに対し、専門の講師による療育プログラムを実施する。また親を対象とした講演会や懇談会、

茶話会を開催し、ASD に関する理解を深め、親と子の相互理解と将来の社会参加への足掛かりとすることを目的

とする。

（補助金額）　事業対象経費 536,600 円 　 経費の 3/4 の補助のため実質補助金額 402,450 円 

　　対象経費：講師・補助員謝金　20,000 円×2日×1名、8,000 円×2日×3名、4,900 円×2日×7名

参加者（講師・補助員含む）宿泊費　7000 円×40 名

バス借上料　100,000 円
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2021 年 4 月 6 日 
 

回答はメールもしくは FAX（03-3545-3381）にてご連絡頂けますようお願い申し上げます。 
 

各加盟団体各位 
日本自閉症協会 

事務局 

2021 年度補助金・助成金事業等の申込みについて 

 
平素より協会運営にご協力、ご尽力を賜りまして誠にありがとうございます。 
当協会では 2021 年度補助事業として、JKA 補助事業ならびに全国心身障害児福祉財団（国庫）補助事業を申

請しており、下記事業を加盟団体への委託事業として実施いたします。 
つきましては、実施希望の有無を確認させて頂きたくよろしくお願いいたします。 

「補助事業の概要」をご確認頂き、下記回答欄に希望の有無を記入の上、5 月 10 日（月）までにご連絡をお願

いします。 
また、例年実施団体の決定通知を総会決議後にご連絡させて頂いておりましたが、予定が組みにくいなどのこ

ともあり、5 月中旬頃に実施団体を決定させて頂く予定です。よろしくお願いいたします。 
                                                   

協会名・担当者名              
担当者連絡先                

【全国心身障害児福祉財団補助金（国庫）】  
事業名 補助金（2020 年度実績） 希望の有無 

１．福祉相談 5,000 円（１日 7 件） 希望する・希望しない 
相談員名                 

役職                  
ご住所                 

                    
 ※福祉相談は相談日を設けて実施してください。難しい場合は日々の相談を重ねても大丈夫です。 
 
【JKA 助成金】  

事業名 事業対象経費（補助金） 希望の有無 
２．学習相談会 67,000 円（50,250 円） 

 
希望する・希望しない 

方法：集客型・オンライン 
実施予定日               

３．集団指導キャンプ 536,600 円(402,450 円) 希望する・希望しない 
実施予定日               

 ※JKA 助成金は 3/4 補助なので、支払助成金の満額は 75％を乗じて謝金対象者分の源泉徴収を控除した額と

なります。1/4 は自己負担での実施となります。 
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 PECS ピラミッド ・ ジャパンから

案内を頂いています。 　

詳しくは PYRAMID　EDUCATIONAL　

CONSULTANTS のホームページをご覧

ください（河村）

４月は「自閉症啓発：違いを受け入

れ、話を聞き、学び続ける」という

テーマをもとに様々なイベントが開

催されております。                   

 国連にて４月２日は自閉症啓発の

日と定められてから少しづつ自閉症

やその他関連した障害がある方々へ

の理解、指導法、インクルーシブな

教育や地域社会へ少しづつ広まって

きています。弊社では、引き続きコ

ミュニケーション支援に励んでいる

先生方や保護者様をサポートし、絵

カード交換式コミュニケーションシ

ステム（PECS®）そして応用行動分

析入門（PAE®）教育へのピラミッド

アプローチのワークショップ等を通

して様々なニーズのある生徒を支援

をしていくにつれて必要な研究に基

づいた情報を提供させていただきま

す。

４月 -5 月　ワークショップスケ

ジュール

オンラインお家で楽しくレッスン　

4月 7日

オンライン　週２回 PECS レベル１

ワークショップ平日４日間 4 月 14

日、15 日、21 日＆ 22 日 

大阪市 PECS レベル１ワークショッ

プ 4月 17 日＆ 18 日

オンライン PECS レベル１ワーク

ショップ 4月 24-25 日

オンラインリフレッシャーセミナー

PECSIV ＋アプリの使い方 4 月 28 日               

オンライン特別企画ミニセミナー

「ダメ」のつたえかた 5月 5日

オンライン PECS から音声表出機器

への移行５月９日

名 古 屋 市 PECS レ ベ ル １ ワ ー ク

ショップ５月 15-16 日

オンライン PECS レベル１ワーク

ショップ５月 18，19，25，26 日

オンライン PECS レベル２ワーク

ショップ５月 22-23 日

オンライン９つの重要なコミュニ

ケーションスキルを教える５月 29

日

４月注目教材 

コミュニケーションブックをお求め

いただいた方にはブックのストラッ

プそして新しく開発された PＥＣＳ

にまつわる指導法についてのリマイ

ンドや生徒が今使っているトークン

の数、生徒が今好んでいるものと好

んでいない物）そして生徒が使え

る「これを獲得するために、これを

する」などが含まれた便利なステッ

カーセットをプレゼントさせていた

だいております。スターターキット

をご購入された方にもステッカー

セットをプレゼント中！ オンライ

ン PECS フェステイバル「ハイテク

なコミュニケーション機器を使用し

ている対象者の方々への支援に日々

励んでいる支援者様、保護者様、先

生方からの事例発表を予定しており

ます！」お楽しみに！ 絵カード交

換式コミュニケーションシステム

R（PECSR）は現在に至るまで世界中

で 160 以上の研究論文によりコミュ

ニケーションをとる方法の一つとし

て効力であることを確証されていま

す。PECSR のレベル１ワークショッ

プは自閉症の学習者の保護者様や支

援者様、または発達障害、自閉症に

関連している障害やコミュニケー

ション障害の人々を担当している特

別教育の先生様、支援者様、聴覚士

様、保護者様、医療関係者の方々に

適切です。団体割引や PECS サーク

ルの割引を提供しております !　ご

質問等などがございましたらお気

軽に事務所までご連絡ください　

Email:pyramidjp@pecs.com 
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2021 年 3 月 22 日付で奈良県障害者

の生活と権利を守る連絡会の柿本一 

志会長から各機関に出された要請書

　　　　　　　　　

新型コロナウィルスワクチン接種

についての要請書

貴職におかれましては、新型コロナ

ウィルス感染拡大予防にご多忙のこ

とと存じます。

　さて、新型コロナウィルスワクチ

ン接種が始まりました。医療従事者、

高齢者、基礎疾患をお持ちの方の希

望する人に順次実施していく計画と

なっていますが、私たち障害者団体

として、ワクチンの効果や副反応、

障害者への配慮、接種場所などにつ

いて不安があります。安心して受け

られるよう下記に上げる項目につい

て検討されるよう要請します。

記

１　令和 3年 3月 3日付け厚労省事

務連絡、「新型コロナウィルス感染

症に係る予防接種に関する合理的配

慮の提供について」を担当部署なら

びに関係者に周知してください。

２　情報提供について

　ワクチン接種の効果や副反応、そ

して、アナフィラキシー反応が出た

時の対応などについてニュース等で

報道されていますが、きちんとした

形でお知らせください。

３　接種場所

　　障害の特性から慣れないところ

でワクチン接種が受けられない方も

出てくる可能性があります。入所施

設や通所の事業所、掛かりつけ医な

ど柔軟な対応を検討してください。

連絡先　奈障連事務局長　新　拓治

社会福祉法人　NHK 厚生文化

事業団より、次の DVD が事務局に

届いています。ぜひみなさまご活用

ください（河村）

福祉ビデオシリーズ「ひとりも取り

残さないために　～インクルーシブ

防災～」全 2巻送付のご案内

　この度は NHK 厚生文化事業団福祉

ビデオシリーズのお申し込みをいた

だきまして、ありがとうごいました。

セット一式をお送りいたしますの

で、ご査収のほどよろしくお願い致

します。本教材の制作・配布は、公

益財団法人 JKA の補助と市民の皆さ

まからの温かいご寄付を受けて、当

事葛岡の福祉事業として行うもので

す。販売はしていません。この度、

全国の自治体、自主防災組織、福祉

施設、特別支援学校など、約 600 カ

所にこの度無償でお送りきせていた

だきました。ご担当の皆様、地区の

皆様、利用者の皆様、市民の皆様へ

の貸出拠点となっていただき、多く

の方にご活用いただけますと幸いで

す。なお、営利目的で利用すること

は出来ませんので、ご了承くださ

い。DVD は 1 巻につき約 70 分です

が、チャプター毎に選択してご覧い

ただくことも可能です。研修会や勉

強会などでも、テーマに沿ったチャ

プターの再生を行うなど、時間にあ

わせてお使いいただければと思いま

す。また DVD の一部をご覧頂けるよ

うに事業用のホームページで公開し

ており、解説小冊子（PDF）はどな

たでもダウンロード可能となってお

ります。こちらもぜひご活用くださ

い。利用実績の報告のお願い　DVD

セットの利用実績について、今年

10 月と 2022 年 2 月の計 2 回、アン

ケートをメールで送らせていただき

ます。今後の事業計画の参考にさせ

ていただきますので、仮に期間中に

利用がなかった場合も、その旨ご記

入ください。

　アンケートの内容は、①個人利用

（貸し出しなど）の件数および主な

属性（家族・本人・支援者など）②

グループ利用（研修など）の件数、

参加人数、およびその属性です。大

変お手数ではありますが、期間中の

利用状況について、記録を取ってお

いていただければ幸いです。　福祉

ビデオライブラリーについて　この

DVD セットは、NHK 厚生文化事業団

が行う「福祉ビデオライブラリー」

事業を通じ、一般の方にも貸し出さ

れます。「福祉ビデオライブラリー」

は、NHK の福祉番組を、送料のみの

ご負担で、無料で貸し出す事業で

す。詳しくは事業団のホームページ

http://www.npwo.or.jp をご覧くだ

さい。　2021 年 3 月　社会福祉法

人NHK厚生文化事業団　〒150-0041

渋谷区神南 1-4-1 第七共同ビル

チーフ・ディレクター　柴原佐代子

　事業部長　村益建太

TEL 03-3476-5955　Fax03-3476-

5956　Mail：kurihara-S ＠ npwo.

or.jp
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次の案内をいただいています。奈良県自閉症協会でも皆様の要望があれば実施を検討したいと思います。

一般社団法人日本自閉症協会各加盟団体御中　

『親なきあと』をサポートする生命保険信託研修会のご案内（依頼）　

株式会社ジ工イアイシー代表取締役渡辺俊彦

　拝啓時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。平素は ASJ 総合保障「自閉症スペクトラムのための総

合保障」にて大変お世話になっております。さて、弊社では“親なきあと”をサポートする障がい者専用の生命

保険信託を取り扱っております。昨年度もこちらの研修会ご案内を送付させていただき、全国で多数の加盟団体

様にて研修を開催させていただきました。是非、貴協会でも開催させていただきたく、ご案内を再度送付させて

いただきました。今年度の研修や総会などでスケジュールに入れていただけましたら幸甚に存じます。研修内容

におきましては、ご要望等ございましたらご対応させていただきます。もちろん費用は無料でございます。ます

は下記までお気軽にご連絡ください。貴協会の会員の皆さまにも広くお知りいただく機会をいただけますよう、

宜しくお願い申し上げます。　敬具

【研修会の内容】・生命保険信託“親なきあと”にお子さまへ安全にお金を残すしくみ・ご活用の主な事例（なお

現在は zoom 研修会としても行われています。）  河村
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次期理事候補者の推薦について（報告）

日本自閉症協会近畿ブロックから、2021 年 6 月の一般社団法人日本自閉症協会総会にての同協会理事の改選に

あたり、近畿四国ブロックより、以下３名の方を次期理事候補者として推薦することになりました。

〇大久保　尚洋様（和歌山県自閉症協会　会長）

〇岡　美智子様（京都府自閉症協会　会長）

〇田中　輝和様（愛媛県自閉症協会）

推薦については、グループ所属加盟団体の合意によりなされます。（河村）


